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政治や制度の枠を飛び越え
アジアをひとつに繋げる民間外交を!

出
向
者
が
日
々
の

Ｊ
Ｃ
ラ
イ
フ
を

五
七
五
調
で
つ
ぶ
や
く
…

Ｊ
ａ
ｙ
ｃ
ｅ
ｅ
川
柳

ア
ジ
ア
ラ
は

ア
ジ
ア
の
か
け
は
し

パ
イ
オ
ニ
ア

　
　
　
　

秋
元 

学

 

今
日
は
無
理

無
理
が
き
か
ぬ
が

Ｊ
Ｃ
呑
み

　
　
　

太
田
智
洋

 

Ｊ
Ｃ
で

得
た
も
の
す
べ
て
が

宝
な
り

　
　

古
屋
裕
貴
江

日
中
を

つ
な
ぐ
私
の

晴
れ
舞
台

　
　
　

  

季 

玉
平

ニ
ッ
ポ
ン
と

ア
ジ
ア
の
架
け
橋

世
界
へ
と

　
　
　

松
岡
健
次

社
団
法
人
横
浜
青
年
会
議
所
か
ら
出
向
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
72
名
を
紹
介
し
、
応
援

す
る
当
企
画
。
第
一
弾
は
ア
ジ
ア
各
国
と
日
本
の
架
け
橋
と
な
る
べ
く
日
々
活
動
し

て
い
る
「
ア
ジ
ア
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
確
立
委
員
会
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

国
家
間
で
抱
え
る
諸
問
題
を
超
越
し
、
ア

ジ
ア
全
体
の
安
定
に
向
け
て
民
間
外
交
を
推

し
進
め
て
い
く
。

　

Ｊ
Ｃ
の
存
在
す
る
国
と
だ
け
で
な
く
、
中

国
な
ど
の
国
々
と
も
積
極
的
に
交
流
し
、
日

本
Ｊ
Ｃ
が
ア
ジ
ア
各
国
の
橋
渡
し
役
と
な
っ

て
相
互
理
解
の
機
会
を
創
出
、
相
互
発
展
に

繋
が
る
関
係
を
構
築
す
る
…
。
そ
う
し
た
崇

高
な
使
命
を
掲
げ
、
日
々
活
動
し
て
い
る
の

が
公
益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所 

国
際
グ

ル
ー
プ
に
所
属
す
る
「
ア
ジ
ア
ア
ラ
イ
ア
ン

ス
確
立
委
員
会
」
だ
。

　

国
交
正
常
化
か
ら
40
年
目
を
迎
え
る
中
国

と
「
日
中
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
５
ヶ
年
計
画
」
に

基
づ
き
、
中
華
全
国
青
年
聯
合
会
と
地
方
都

市
同
士
の
相
互
交
流
促
進
を
図
り
、
災
害
対

策
や
災
害
時
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
情
報
交
換

な
ど
の
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
。
ま
た
、
Ｊ

Ｃ
Ｉ
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
の
Ｎ
Ｏ
Ｍ
諸
会

議
・
諸
大
会
に
お
い
て
は
連
絡
窓
口
と
な
り
、

訪
日
す
る
各
国
Ｎ
Ｏ
Ｍ
役
員
に
対
応
す
る
な

ど
円
滑
に
対
話
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
を
行

う
こ
と
、
な
ど
を
事
業
計
画
と
し
て
掲
げ
て

い
る
。

　

委
員
長
を
務
め
る
三
浦
孝
一
郎
君
は
委
員

長
挨
拶
で
…

「
当
委
員
会
（
ア
ジ
ア
ラ
）
が
、
ア
ジ
ア
の
デ

コ
ボ
コ
を
平
ら
に
す
る
！
」
と
い
う
表
現
を

よ
く
使
う
、
と
の
こ
と
。
政
治
的
に
複
雑
な

関
係
（
デ
コ
ボ
コ
）
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、

民
間
外
交
を
推
し
進
め
て
い
こ
う
、
積
極
的

に
交
流
し
て
い
こ
う
！ 

と
い
う
意
思
だ
。

　

横
浜
か
ら
は
、
運
営
幹
事 

秋
元 

学
君
を
は

じ
め
と
し
、
太
田
智
洋
君
、
古
屋
裕
貴
江
君
、

季 

玉
平
君
、
松
岡
健
次
君
の
５
名
が
出
向
し

て
い
る
。

　

開
港
当
時
か
ら
未
知
の
異
文
化
と
積
極
的

に
交
流
す
る
こ
と
で
発
展
し
て
き
た
横
浜
。

そ
の
横
浜
を
代
表
し
て
ア
ジ
ア
ア
ラ
イ
ア
ン

ス
確
立
委
員
会
へ
と
出
向
し
、
ア
ジ
ア
各
国

と
の
新
た
な
架
け
橋
を
築
か
ん
と
し
て
い
る

彼
ら
に
エ
ー
ル
を
！

Liaison
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日本ＪＣ交流委員会がお送りする
出向者応援新聞

 [ アジアアライアンス確立委員会 事業計画 ] 
１． 日中中期ビジョン５ヶ年計画による更なる交流の推進 

２． ＪＣＩアジア太平洋地域におけるＮＯＭ諸会議・諸大会への対応 

３． ＪＣＩアジア太平洋地域におけるＮＯＭ役員の対応 

４． ＪＣＩ ＡＰＤＣの協力及び支援 

５． 「日本ＪＣ日中友好の会」との連携 

出向者応援企画
　　　　Vol.1

2012.0
1 月号

2012

アジアアライアンス

確立委員会：編

Vol.1

ーアジアラタイムスーASIA-la-TIMES
ーアジアラタイムスーASIA-la-TIMES

２０１２
年１月、 いよいよメンバーの皆さんを迎えての任務がスタ

ートいたしました！

来訪各国 NOM役員の皆様のアテンド業務です。 担当メンバー

よりコメントを頂戴しました！　

京都会議には海外から各国役員が多くお越しになります。

年初の大きな大会ですし、 日本文化を堪能できる場所柄から、

本当にたくさんの役員の皆さんが楽しみにして来られます。

民間外交で世界平和の実現を目指す国際グループが輝く場

です。

アジアラの担当は、 もちろんアジア！エリアＢのＮＯＭ役員の

皆様が京都会議でつつがなく過ごしていただけるように、 各種

会議はもちろんのこと、 宿泊 ・ お食事 ・市内観光までをお世話

させていただきます。

帰国後に皆様が 「日本に行って本当に楽しかったよ！」 とご

家族やご友人にお話をしていただけるように、 まだ出会ったば

かりの委員会メンバーが力を合わせておもてなしをさせていた

だきました。

■第三小委員会　小幹事　秋山奈穂子 （習志野 JC）

２０１２
年１月、 いよいよメンバーの皆さんを迎えての任務がスタ

ートいたしました！

来訪各国 NOM役員の皆様のアテンド業務です。 担当メンバー

よりコメントを頂戴しました！　

京都会議には海外から各国役員が多くお越しになります。

年初の大きな大会ですし、 日本文化を堪能できる場所柄から、

本当にたくさんの役員の皆さんが楽しみにして来られます。

民間外交で世界平和の実現を目指す国際グループが輝く場

です。

アジアラの担当は、 もちろんアジア！エリアＢのＮＯＭ役員の

皆様が京都会議でつつがなく過ごしていただけるように、 各種

会議はもちろんのこと、 宿泊 ・ お食事 ・市内観光までをお世話

させていただきます。

帰国後に皆様が 「日本に行って本当に楽しかったよ！」 とご

家族やご友人にお話をしていただけるように、 まだ出会ったば

かりの委員会メンバーが力を合わせておもてなしをさせていた

だきました。

■第三小委員会　小幹事　秋山奈穂子 （習志野 JC）

いよいよ始動！京都会議から任務スタート！

いよいよ始動！京都会議から任務スタート！

メンバー
の皆さん

、お疲れ
さまでし

た！

メンバー
の皆さん

、お疲れ
さまでし

た！

［リエゾン］

Liaison（リエゾン）とは、ある地点や音をつなぐもの、またつなぐことによって新たに
生まれるものを意味する仏語。横浜ＪＣと出向者をつなぐ新聞という意味で名付けました。［ ］

ア
ジ
ア
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
確
立

委
員
会
が
委
員
会
の
活
動
報

告
と
し
て
毎
月
制
作
し
て
い

る
「
ア
ジ
ア
ラ
タ
イ
ム
ス
」。



　

３
月
17
日
（
土
）・
18
日
（
日
）、
神
戸

の
地
に
お
い
て
友
好
Ｊ
Ｃ
定
例
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

友
好
Ｊ
Ｃ
定
例
会
議
と
は
１
９
８
５
年

に
社
団
法
人
神
戸
青
年
会
議
所
（
※
調
印

時
名
称
）
と
社
団
法
人
横
浜
青
年
会
議
所

が
盟
約
を
調
印
し
て
以
降
、
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
理
事
者
会
議
で
す
。
毎
年
、
横
浜
、

神
戸
の
地
を
交
互
に
訪
れ
て
事
業
等
に
関

す
る
情
報
交
換
を
行
い
、
互
い
の
交
流
を

深
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
今
後
の
事
業
展
開

に
幅
を
持
た
せ
、
精
度
を
深
め
る
目
的
で

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
議
で
は
、
両
Ｊ
Ｃ
が
２
０
１
１
年
度

の
事
業
報
告
を
行
っ
た
後
、
各
理
事
者
か

ら
本
年
度
の
運
動
内
容
を
発
表
。
ま
た
今

回
は
仙
台
Ｊ
Ｃ
の
メ
ン
バ
ー
を
招
き
、
７

月
に
神
戸
Ｊ
Ｃ
・
仙
台
Ｊ
Ｃ
・
横
浜
Ｊ
Ｃ

で
の
共
同
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
震
災

復
興
共
同
事
業
に
つ
い
て
も
情
報
共
有
が

行
わ
れ
る
な
ど
、
盛
り
沢
山
の
内
容
と
な

り
ま
し
た
。

　

会
議
後
の
懇
親
会
は
神
戸
三
宮
に
あ
る

「
と
け
い
や
」
に
て
開
催
。
各
Ｊ
Ｃ
間
の
絆

を
深
め
ま
し
た
。
当
委
員
会
で
は
委
員
会

Ｐ
Ｒ
の
場
を
い
た
だ
き
、
横
浜
の
魅
力
を

伝
え
る
「
オ
カ
ピ
」
作
戦
を
展
開
。
参
加
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３
月
10
日
（
土
）・
11
日
（
日
）
岩
手

県
盛
岡
市
に
お
い
て
、
公
益
社
団
法
人
日

本
青
年
会
議
所 

第
１
３
９
回
総
会
お
よ
び

「
復
興
創
造
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
２
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
「
復
興
創

造
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
２
」
で
11
日
（
日
）

に
行
わ
れ
た
「
東
日
本
大
震
災
合
同
慰
霊

祭
」
に
つ
い
て
、
復
興
支
援
委
員
会
出
向

者
が
報
告
し
ま
す
。

　

今
回
の
「
東
日
本
大
震
災
合
同
慰
霊
祭
」

は
、
全
国
の
Ｊ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
が
「
東
日
本

大
震
災
」に
対
す
る
風
化
の
防
止
と
、今
後
、

長
期
に
渡
っ
て
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

と
も
に
献
花
、
閉
会
後
に
は
参
加
者
か
ら

の
献
花
が
取
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

復
興
支
援
委
員
会
と
し
て
は
合
同
慰
霊

祭
と
い
う
今
ま
で
に
な
い
事
業
を
、
緊
張

感
を
持
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

い
つ
ま
で
も
東
北
に
心
を
寄
せ
、
東
北

の
今
を
見
つ
め
、
聴
き
、
考
え
、
伝
え
、

動
く
こ
と
。
自
分
の
住
む
地
域
に
も
起
こ

り
得
る
災
害
に
備
え
る
こ
と
。
過
去
の
災

害
に
学
び
、
想
定
外
を
想
定
し
た
災
害
に

備
え
る
こ
と
を
、
全
国
の
Ｊ
Ｃ
メ
ン
バ
ー

に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
記
事
／
遠
藤 

哉
）

盛岡の地から復興を願う
「復興創造フォーラム 2012」

　

２
月
28
日
（
火
）、
横
浜
市
長 

林 

文
子
氏
と
サ
マ
ー
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

な
ど
に
つ
い
て
の
会
談
の
た
め
、
公

益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所 

井

川
直
樹
会
頭
、
後
藤
素
彦
副
会
頭
、

サ
マ
ー
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
運
営
委
員

会 

中
谷
憲
正
委
員
長
に
横
浜
の
地

ま
で
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
３
月
９
日
（
金
）
に
は
関
東

地
区
神
奈
川
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
Ｊ

Ｃ
運
動
発
信
委
員
会
が
、
３
月
17
日

（
土
）
に
は
企
業
の
未
来
デ
ザ
イ
ン

委
員
会
が
横
浜
で
委
員
会
を
開
催
さ

れ
、
当
委
員
会
に
て
渉
外
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
で
は
、
日
本
Ｊ
Ｃ
各
会

議
・
委
員
会
、
神
奈
川
ブ
ロ
ッ
ク
協

議
会
に
お
け
る
横
浜
で
の
会
議
開
催

を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

神戸 ・横浜の絆を深める
『友好ＪＣ定例会議』を開催

者
の
皆
様
か
ら
大
変
好
評
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
懇
親
会
後
は
、
事
業
モ
デ
ル
の
似

た
ラ
イ
ン
同
士
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
し
た

二
次
会
へ
…
。
当
委
員
会
も
神
戸
の
渉
外

担
当
委
員
会
と
懇
親
を
深
め
、
今
後
の
渉

外
活
動
協
力
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

翌
18
日
は
減
災
、
防
災
に
関
す
る
調
査

を
目
的
と
し
た
「
人
と
防
災
未
来
セ
ン

タ
ー
」
を
見
学
。
当
委
員
会
メ
ン
バ
ー
も

ア
テ
ン
ド
を
忘
却
し
て
見
学
に
没
頭
し
て

し
ま
う
ほ
ど
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
、
貴

重
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
議
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は

こ
こ
で
終
了
し
ま
し
た
が
、
18
日
午
後
に

は
神
戸
・
横
浜
の
フ
ッ
ト
サ
ル
メ
ン
バ
ー

が
集
い
、
足
技
を
競
う
「
友
好
Ｊ
Ｃ
親
善

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
充
実

し
た
二
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
会
議
に
お
け
る
神
戸
Ｊ
Ｃ
の
設
え
、

受
け
入
れ
態
勢
は
大
変
素
晴
ら
し
く
、
当

委
員
会
の
活
動
に
お
い
て
も
参
考
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
場
面
が
数
多
く
あ
り
ま

し
た
。

　

今
回
、
会
議
を
設
え
て
い
た
だ
い
た
神

戸
Ｊ
Ｃ
の
皆
様
、
仙
台
Ｊ
Ｃ
の
皆
様
、
そ

し
て
横
浜
か
ら
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
記
事
／
谷
崎
和
美
）

ら
な
い
復
興
支
援
を
明
確
に
示
し
、
主
体

的
、
継
続
的
に
支
援
活
動
を
行
い
、
東
日

本
大
震
災
で
犠
牲
と
な
っ
た
１
５
８
４
１

人
の
方
々
に
追
悼
の
意
を
表
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

震
災
直
後
か
ら
現
在
ま
で
の
復
興
過
程

の
写
真
や
動
画
を
ま
と
め
た
映
像
「
四
度

目
の
奇
跡
に
向
け
て
」
の
上
映
に
始
ま
り
、

井
川
会
頭
の
ご
挨
拶
、
発
災
時
刻
で
あ
る

14
時
46
分
の
黙
祷
…
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
。「
主
催
者
代
表
者
献
花
」
で
は
井

川
会
頭
と
、
被
災
地
の
先
頭
に
立
っ
て
支

援
を
行
っ
て
き
た
被
災
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
が

日本ＪＣ交流委員会のアテンド活動報告 !

「港だけではない横浜の魅力」を神戸ＪＣ、仙台Ｊ
Ｃの皆様にお伝えするため、懇親会会場にてＰＲ
を行いました。

各地青年会議所から多くのメンバーに参加いただいた
「東日本大震災合同慰霊祭」。横浜から副委員長として出
向している文字放想君をはじめとする復興支援委員会出
向メンバーが活躍していました。


